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春
明
太
鼓
新
鋭
デ
ビ
ュ
ー 

 

千
秋
盆
踊
り
大
会
盛
況 

 

７
月
19
日
（
土
）・
20
日
（
日
）
の
両
日
、
千
秋
公
民
館
・
千
秋
町

連
区
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
主
催
に
よ
る
第
40
回
盆
踊
り
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
（
二
日
目
は
荒
天
に
よ
り
途
中
で
中
止
。
） 

 

開
始
時
刻
の
午
後
７
時
に
は
、
丁
度
日
も
暮
れ
る
こ
ろ
と
あ
っ
て
、

提
灯
の
明
か
り
も
映
え
、
今
年
新
調
さ
れ
た
特
設
舞
台
の
周
り
で
は
夏

休
み
を
迎
え
た
子
ど
も
た
ち
の
姿
も
た
く
さ
ん
見
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

k
a
i 

屋
台
の
カ
キ
氷
も
盛
況 

“
夏
の
定
番
だ
ね
！
” 

（
↓
ご
当
地
「
千
秋
音
頭
」
も
新
し
い

舞
台
で
軽
快
に
） 

 

（
↓
綿
菓
子
、
大
盛
り
で
！
） 

（
↓
金
魚
す
く
い
も
大
賑
わ
い

） 

 

残
念
な
が
ら
、
今
年
は
梅
雨
の

末
期
と
重
な
っ
て
、
二
日
目
は
雷

雨
と
な
り
、
や
む
な
く
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
長
い
夏
休
み
を
振
り

返
っ
て
今
年
は
ど
う
で
し
た

か
？
。
残
り
の
宿
題
に
四
苦
八
苦

し
た
の
も
、
時
が
過
ぎ
れ
ば
そ
れ

も
思
い
出
の
一
つ
だ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
、

市
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
「
あ
す

か
」
の
皆
さ
ん
も
ど
う
も
ご
観
覧

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

連
区
敬
老
会 

 

９
月
７
日
（
日
）
午

前

10

時
か
ら
千
秋
中

学
校
屋
内
運
動
場
で
千

秋
町
連
区
敬
老
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。 

今
回
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
は
、
東
京
五
輪
に

因
み
、「
東
京
の
灯
よ
い

つ
ま
で
も
」
で
お
馴
染

み
の
新
川
二
郎
に
よ
る

歌
謡
シ
ョ
ウ
を
行
い
ま

す
。 

 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
へ

の
入
場
は
、
ど
な
た
で

も
自
由
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
是
非
、
ご
参
加

く
だ
さ
る
よ
う
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。 

※ 発行者 

千秋町連区地域づくり協議会

千秋町佐野字郷西 48 番地

電話２８－９０１０

当日は、招待状をご持参ください。（町内別受付へ） 
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第
50
回
町
民
運
動
会 

ぜ
ひ
ご
参
加
を
！ 

 

９
月
14
日
（
日
）
午
前
８
時
30

分
か
ら
、
千
秋
中
学
校
運
動
場
に

お
い
て
、
千
秋
公
民
館
・
千
秋
町

連
区
町
会
長
会
の
主
催
に
よ
る

千
秋
町
民
運
動
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。 

 

毎
年
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、

町
民
の
健
康
と
親
睦
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
な
わ
れ
て

い
る
行
事
で
す
が
、
ぜ
ひ
皆
様
の

ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

な
お
、
当
日
が
雨
天
に
よ
り
中

止
と
な
っ
た
場
合
は
、
10
月
５

日
（
日
）
に
延
期
と
な
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。  

千
秋
夏
季
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
開
催 

 

公
民
館
主
催
の
同
大
会
が
、
６

月
29
日
、
７
月
６
・
13
日
の
計

三
日
間
（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）
に

渡
り
、
千
秋
東
小
学
校
運
動
場
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

激
戦
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り

と
な
り
ま
し
た
。 

優
勝
／
加
茂
ク
ラ
ブ 

準
優
勝
／
小
山
１
１
９ 

第
三
位
／
佐
野
№
１ 

 
 

 
 

佐
野
フ
ァ
ー
ザ
ー
ズ 

末
広
大
学
８
月
講
座 

 

交
通
安
全
に
気
を
つ
け
て 

 

８
月
８
日
（
金
）
高
齢
者
向
け

の
交
通
安
全
教
室
を
開
催
。
一
宮

警
察
署
交
通
課
に
よ
る
交
通
安

全
の
講
話
に
続
き
、
寸
劇
は
毎
度

お
馴
染
み
の
「
見
守
り
シ
ス
タ
ー

ズ
」
が
登
場
し
、「
水
戸
黄
門
様
」

対
爺
さ
ん
婆
さ
ん
の
軽
妙
な
や

り
と
り
は
、
正
に
匠
の
ご
と
く
ま

で
達
し
て
い
る
。
今
の
黄
門
様
は

鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ
カ
に
よ
る
自
分

の
テ
ー
マ
曲
は
見
事
？
な
ま
で

に
旨
い
。
！ 

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

 

町
内
の
安
全
を
啓
発 

 

７
月
15
日
（
火
）
千
秋
町
連

区
町
会
長
会
と
連
区
女
性
部
に

よ
り
、
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

期
間
に
合
わ
せ
、
町
内
で
も
比
較

的
交
通
量
の
多
い
町
屋
交
差
点

に
お
い
て
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
、
市
地
域
ふ
れ
あ
い
課

と
一
宮
警
察
署
交
通
課
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
一
般
ド
ラ
イ
バ

ー
を
対
象
に
チ
ラ
シ
や
テ
ィ
ッ

シ
ュ
な
ど
の
啓
発
品
を
配
り
交

通
安
全
を
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

女
性
学
級
開
講 

 

８
月
６
日
（
水
）
公
民
館
女
性

学
習
部
主
催
に
よ
る
前
期
２
回

目
の
女
性
学
級
が
開
講
し
ま
し

た
。 

 

今
回
は
、
講
師
に
塩
見
ま
り
氏

を
迎
え
、
「
今
よ
り
十
歳
若
く
見

ら
れ
る
た
め
の
健
康
講
座
」
と
題

し
、
講
演
を
行
い
ま
し
た
。 

意
外
と
自
分
の
体
が
歪
ん
で

い
る
こ
と
に
は
気
が
つ
か
な
い

も
の
。
こ
の
日
の
自
己
診
断
テ
ス

ト
で
愕
然
と
す
る
受
講
者
も
ち

ら
ほ
ら
。
今
回
は
い
か
に
も
女
性

学
級
ら
し
い
テ
ー
マ
に
納
得
！

の
ひ
と
と
き
で
し
た
。 
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７
月
12
日
（
土
）
～
20
日
（
日
）

に
か
け
て
、
一
宮
市
中
学
校
総
合

体
育
大
会
が
各
種
目
、
各
会
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
三
年
生
に
と
っ

て
は
最
後
の
大
会
で
あ
り
、
今
ま

で
の
活
動
や
練
習
の
集
大
成
に

な
る
よ
う
全
力
で
試
合
に
臨
み

ま
し
た
。 

 

結
果
は
、
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
、
女
子
卓
球
部
が
三
位
入
賞
を

果
た
し
、
西
尾
張
大
会
に
駒
を
進

め
ま
し
た
。 

 

個
人
で
は
、
女
子
柔
道
で
一
名

が
西
尾
張
大
会
三
位
と
な
り
、
県

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
水
泳
部

二
名
は
県
大
会
に
、
そ
の
う
ち
一

名
が
女
子
八
百
メ
ー
ト
ル
自
由

形
で
五
位
入
賞
を
果
た
し
、
東
海

大
会
に
進
み
ま
し
た
。
ま
た
、
陸

上
で
も
一
名
が
一
年
千
五
百
メ

ー
ト
ル
で
東
海
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。
そ
の
他
の
競
技
で
も
接

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
三
年
生
の

奮
闘
す
る
姿
に
、
後
輩
た
ち
も
必

死
に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

市 

大 

会 
 

～ 

熱
い
、
暑
い
夏
の
大
会
で
し
た 

～ 

 

三
年
生
は
こ
の
夏
の
大
会
で

引
退
と
な
り
、
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
三
年
間
の
部
活
動
を
通
し

て
、
多
く
の
経
験
を
し
、
努
力
す

る
こ
と
や
仲
間
と
協
力
す
る
こ

と
の
大
切
さ
、
感
謝
の
気
持
ち
を

学
ん
だ
こ
と
と
思
い
ま
す
。
中
学

校
で
の
部
活
動
は
終
わ
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
人
生
は
ま
だ
ま

だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
部
活

動
で
の
経
験
を
、
ぜ
ひ
今
後
の
人

生
の
中
で
生
か
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。 

      

 
 

 

 

 

世
代
間
交
流
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

 
 

 
 

８
月
５
日
（
火
）
今
大
会
は
、

雲
が
多
く
雨
も
心
配
さ
れ
る
中

の
競
技
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
も
選
手
の
方
々
は
ハ
ツ
ラ

ツ
と
し
て
プ
レ
ー
し
、
結
果
は

以
下
の
と
お
り
と
な
り
ま
し

た
。 

 
 

団
体
の
部 

優
勝
／
千
秋
団
地
（
右
下
写
真
） 

準
優
勝
／
小
山
Ａ 

第
三
位
／
馬
場
Ｂ 

 
 

個
人
の
部 

シ
ル
バ
ー 

優
勝
／
寺
澤
薫
兵
（
千
秋
団
地
）

 

成
人 

優
勝
／
佐
々
木
奈
穂
（
馬
場
Ａ
）

 

少
年 

優
勝
／
水
谷
颯
汰
（
町
屋
Ａ
）

第

11

回

千
秋
ビ
ー
チ
ボ

ー
ル
大
会
開
催 

 

８
月
３
日
（
日
）
公
民
館
主
催

の
千
秋
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会
が
、

千
秋
東
小
学
校
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

優
勝
／
ス
タ
ッ
プ
チ
ー
ム 

準
優
勝
／
お
ぼ
ち
ゃ
ん
チ
ー
ム 

第
三
位
／
公
民
館
女
子
チ
ー
ム   
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１ 

相
談
専
用
電
話
番
号 

・
プ
ッ
シ
ュ
回
線 

「
♯
９
１
１
０
」
（
シ
ャ
ー

プ
き
ゅ
う
い
ち
い
ち
ま
る
） 

 

・
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
「
０
５
２
—

９
５
３
—
９
１
１
０
」 

２ 

開
設
時
間 

 
 

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で 

３ 

警
察
の
担
当
者
が
親
身

に
相
談
に
乗
り
、
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。 

 
 

内
容
に
よ
り
専
門
の
相
談

機
関
を
案
内
し
ま
す
。 

４ 

１
１
０
番
は
緊
急
通
報

で
す
。 

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
を
利
用
し

て
下
さ
い
。 

 

「
警
察
安
全
相
談
」
で
は
、
犯
罪
等
に
よ
る
被
害
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
の
相
談
や
県
民
の
方
々
の
安
全
と
平
穏
に
係
る
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。 

一
宮
警
察
署 

か
ら
の
お
知
ら
せ 

警
察
の 

相
談
ダ
イ
ヤ
ル 

♯
９
１
１
０

つ
な
げ
よ
う 

 
心
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

 

～
対
話
が
つ
く
る 

家
庭
の
ぬ
く
も
り
！
～ 

 
 

 

長
い
夏
休
み
が
終
わ
っ
た
９

月
は
、
夏
休
み
中
の
不
規
則
な
生

活
に
よ
る
遊
び
癖
や
怠
け
癖
か

ら
、
家
出
す
る
少
年
た
ち
が
増
加

す
る
時
期
で
す
。 

 

お
子
さ
ん
の
こ
ん
な

態
度
は
要
注
意
！ 

  

家
出
す
る
少
年
に
は
、
次
の

よ
う
な
兆
し
が
あ
り
ま
す
。 

 

１ 

言
葉
や
態
度
が
乱
暴
に
な
り
、

家
族
と
の
対
話
を
避
け
る
よ
う

に
な
る
。 

２ 

親
の
知
ら
な
い
友
達
が
多
く

な
り
、携
帯
電
話
等
で
連
絡
を
取

り
合
う
よ
う
に
な
る
。 

３ 

外
出
が
多
く
な
り
、帰
宅
時
間

も
不
規
則
で
、外
泊
す
る
こ
と
も

あ
る
。 

４ 

金
遣
い
が
荒
く
な
り
、隠
れ
て

ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
よ
う
に
な

る
。 

５ 

服
装
等
が
派
手
に
な
り
、親
の

知
ら
な
い
高
価
な
持
ち
物
が
あ

る
。 

６ 

「
学
校
（
仕
事
）
を
や
め
た
い
」

と
か
「
一
人
暮
ら
し
を
し
た
い
」

と
言
う
よ
う
に
な
る
。 

家
出
防
止
は
対
話
か
ら 

 
 

中
学
生
ぐ
ら
い
に
な
る
と
、子

ど
も
は
親
と
の
会
話
を
避
け
る

よ
う
に
な
り
、反
抗
的
な
態
度
を

示
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
親
が
、

そ
ん
な
子
ど
も
の
変
化
に
対
応

で
き
ず
に
オ
ロ
オ
ロ
し
て
い
る

と
、子
ど
も
は
ま
す
ま
す
親
か
ら

離
れ
て
い
き
、“
あ
っ
”
と
い
う

間
に
素
行
が
悪
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。 

１ 

子
ど
も
が
何
を
考
え
、
ど
ん

な
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
い

る
か
を
理
解
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。 

２ 

日
常
会
話
か
ら
、
子
ど
も
と

の
ふ
れ
あ
い
を
増
や
し
ま
し

ょ
う
。 

３ 

子
ど
も
の
教
育
や
し
つ
け

は
、
お
母
さ
ん
ま
か
せ
だ
け
で

な
く
、
お
父
さ
ん
も
一
緒
に
考

え
ま
し
ょ
う
。 

４ 

ど
ん
な
こ
と
で
も
話
せ
る

温
か
い
家
庭
を
作
り
、
よ
い
聞

き
手
役
、
よ
い
相
談
相
手
に
な

り
ま
し
ょ
う
。 

５ 

子
ど
も
に
目
標
を
持
た
せ
、

や
る
気
を
起
こ
さ
せ
ま
し
ょ

う
。 

６ 

親
同
士
で
も
連
絡
を
取
り

合
い
、
子
ど
も
の
行
動
を
知
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

相
談
窓
口 

 

「
被
害
少
年
相
談
電
話
」 

少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
名
古
屋 

（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
）

 

０
１
２
０
—
７
８
６
７
７
０ 

 

０
５
２
—
９
５
１
—
７
８
８
７ 

少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
一
宮 

（
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

ま
で
） 

０
５
８
６
—

２
３
—

６
６
３
６

※
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
及

び
時
間
外
は
、
留
守
番
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
受
付
し
、
直
近

の
勤
務
日
に
対
応
し
ま
す
。 

「
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
」 

（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で
） 

 

０
５
２
—
９
５
１
—
７
８
６
７ 

※
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
及

び
時
間
外
は
、
留
守
番
電
話
で

受
付
し
、
直
近
の
勤
務
日
に
対

応
し
ま
す
。 

   


